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国際交流協定締結機関
International Partner Institutions

◎大学間協定締結機関
24カ国・地域 72大学・機関

University Level: 24 Countries/Areas, 72 Institutions
●学部間協定締結機関
24カ国 46大学・機関

Faculty Level: 24 Countries, 46 Institutions

総協定大学数
33カ国・地域 118大学・機関

Total of 33 Countries/Areas, 
118Institutions

2024年4月1日現在
As of April 1, 2024
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２．学術交流協定大学・機関一覧２．学術交流協定大学・機関一覧

（1）大学間協定：24カ国・地域　72大学・機関（1）大学間協定：24カ国・地域　72大学・機関

2024年7月1日現在

大学・機関名 国名
協定締結日 協定更新期日

一般協定 学生交流の実施に
関する覚書 一般協定 学生交流の実施に

関する覚書

1 江蘇大学 中国 1986年01月15日 1995年09月29日 見直し期間なし 自動更新

2 チェンマイ大学 タイ 1989年08月22日 1996年01月31日 2025年07月14日 自動更新

3 タスマニア大学 オーストラリア 1996年04月01日 1996年04月01日

（一般協定）2006年
（平成18年）5月11日
（見直し期間，5年又は

破棄まで）

自動更新

4 バレンシア工科大学 スペイン 1997年07月04日 2003年01月10日 2026年12月29日 自動更新

5 広西大学 中国 1999年02月22日
（1995年04月21日:生物）

1999年02月22日
（1995年12月19日:生物） 2022年12月17日 自動更新

6 カセサート大学 タイ 1999年12月23日 2000年07月24日 2024年06月07日 自動更新

7 コンケン大学 タイ 2000年07月17日
（1994年08月25日:医学） 2000年07月17日 2021年02月03日 自動更新

8 フリードリヒ・アレクサンダー大学
エアランゲン=ニュルンベルク ドイツ 2001年03月16日 2001年03月16日 自動更新 自動更新

9 東国大学校 韓国 2002年12月16日 2004年03月24日 自動更新 自動更新

10 梨花女子大学校 韓国 2002年12月17日 2004年03月23日 自動更新 自動更新

11 西安理工大学 中国 2003年08月28日 2003年08月28日 2024年03月18日 自動更新

12 スラナリー工科大学 タイ 2003年10月18日
（2000年09月08日:生物） 2003年10月18日 2026年04月02日 自動更新

13 バングラデシュ農業大学 バングラデシュ 2004年03月15日 2004年03月15日 2027年02月28日 自動更新

14 天津師範大学 中国 2004年11月20日
（2003年03月15日:教育）

2004年11月20日
（2003年03月15日:教育） 2027年12月28日 自動更新

15 ノースカロライナ大学ウィルミン
トン校 米国 2005年12月21日 2005年12月21日 2026年01月12日 2026年01月12日

16 江南大学 中国 2006年02月13日
（1998年03月30日:生物）

2006年02月13日
（1998年03月30日:生物） 2027年09月09日 自動更新

17 IPB大学　 インドネシア 2006年09月24日
（2001年09月24日:生物）

2006年09月24日
（2001年09月24日:生物） 2022年09月04日 自動更新

18 スリウィジャヤ大学 インドネシア 2007年11月06日 2007年11月06日 2024年04月12日 自動更新

19 タマサート大学 タイ 2008年01月15日
（2004年02月27日:生物）

2008年01月15日
（2004年02月27日:生物） 2024年06月20日 自動更新

20 南京工業大学 中国 2008年07月07日 2008年07月07日 2024年12月20日 自動更新

21 ハイデルベルク大学 ドイツ － 2008年12月12日 － 自動更新

22 河南師範大学 中国 2008年12月15日
（2005年10月26日:教育）

2008年12月15日
（2005年10月26日:教育） 2025年08月18日 自動更新

23 世宗大学校 韓国 2009年02月10日 2009年02月10日 2028年01月24日 自動更新

24 メージョー大学 タイ 2009年03月31日 2009年03月31日 2026年03月25日 自動更新

25 外国貿易大学 ベトナム 2009年05月26日 2009年05月26日 2027年10月18日 自動更新

26 ホーチミン市師範大学（教育大学） ベトナム 2009年07月28日 2009年07月28日 2025年06月12日 自動更新

27 上海海洋大学 中国 2009年09月24日
（1995月10月16日:生物）

2009年09月24日
（1996年10月24日:生物） 2020年06月18日 自動更新

28 タシケント国立法科大学 ウズベキスタン 2010年03月22日 2010年03月22日 2026年06月01日 自動更新

29 内蒙古工業大学 中国 2010年03月31日
（2000月03月08日:工学）

2010年03月31日
（2000年11月13日:工学） 2023年10月24日 自動更新

30 ハルオレオ大学 インドネシア 2010年07月23日 2010年07月23日 2020年11月05日 自動更新

31 ハワイパシフィック大学 米国 2010年09月13日 － 2015年09月13日 －

32 シャルジャ大学 アラブ首長国連邦 2010年10月04日
（2008年12月24日:医学）

2010年10月04日
（2008年12月24日:医学） 2015年10月04日 自動更新

33 延辺大学 中国 2010年10月15日 2010年10月15日 2015年10月15日 自動更新
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大学・機関名 国名
協定締結日 協定更新期日

一般協定 学生交流の実施に
関する覚書 一般協定 学生交流の実施に

関する覚書

34 サボア・モンブラン大学 フランス 2010年11月04日 2010年11月04日 2023年11月20日 自動更新

35 ルール大学ボーフム ドイツ 2011年03月28日 2011年03月28日 自動更新 自動更新

36 ジャウメ1世大学 スペイン 2011年04月14日 2011年04月14日 2023年11月06日 2023年11月06日

37 カーディフ大学 英国 2011年07月15日 2011年07月15日 2027年02月11日 2027年02月11日

38 安徽農業大学 中国 2011年10月25日(2008年
10月21日:生物)

2011年10月25日
（2008年10月21日:生物) 2027年06月13日 自動更新

39 ライプチッヒ大学 ドイツ － 2012年02月07日 － 自動更新

40 パジャジャラン大学 インドネシア 2012年02月24日 2012年02月24日 2023年03月29日 自動更新

41 タチ大学 マレーシア 2012年05月24日
（2010年08月02日:工学） 2012年05月24日 2028年02月02日 自動更新

42 プトラマレーシア大学 マレーシア 2012年08月08日
（2006年09月19日:生物） 2012年08月08日 2024年11月01日 2024年11月01日

43 雲南大学 中国 2012年08月20日 2012年12月25日 2017年08月20日 自動更新

44 北京外国語大学 中国 2012年09月21日
（2012年03月23日:人文） 2012年09月17日 2017年09月21日 自動更新

45 セントラル・ランカシャー大学 英国 2017年01月31日 2013年04月19日 自動更新 自動更新

46 国立高雄師範大学 台湾 2013年06月18日 2013年06月24日 2027年09月01日 自動更新

47 国立ラ・モリーナ農業大学 ペルー 2013年08月23日 2013年08月23日 2023年12月20日 自動更新

48 フィジー国立大学 フィジー 2014年05月05日 2014年05月05日 自動更新 自動更新

49 南太平洋大学 フィジー 2014年05月06日 2014年05月06日 2019年05月06日 自動更新

50 カントー大学 ベトナム 2014年09月12日 2014年09月12日 2026年10月26日 自動更新

51 国立中山大学 台湾 2014年11月04日 2014年11月04日 自動更新 2026年10月26日

52 ザンビア大学 ザンビア 2014年11月11日(2007年
02月07日:医学）

2014年11月11日(2007
年02月07日:医学） 2027年01月31日 自動更新

53 国立金門大学 台湾 2015年06月23日 2015年06月23日 2026年10月04日 2026年10月04日

54 サンパウロ大学 ブラジル 2015年07月07日
（2011年5月16日:人文） 2015年07月07日 2026年06月24日 2026年06月24日

55 南台科技大学 台湾 2015年08月28日
（2014年11月14日:イノベ） 2015年08月28日 自動更新 自動更新

56 済州大学 韓国 2015年09月14日 2015年09月14日 2026年10月20日 自動更新

57 ソフィア大学 ブルガリア 2016年09月19日 2016年09月19日 2026年11月10日 自動更新

58 王立プノンペン大学 カンボジア 2017年01月18日 2017年01月18日 2022年01月18日 2022年01月18日

59 国立台湾海洋大学 台湾 2019年01月03日 2019年01月03日 2024年01月03日 自動更新

60 サンカルロス大学 フィリピン 2019年08月16日 2019年11月25日 2019年08月16日 自動更新

61 中央大学校 韓国 2019年10月14日 2019年10月14日 2024年10月14日 自動更新

62 真理大学 台湾 2020年01月14日
（2014年10月21日:イノベ) 2020年01月14日 自動更新 自動更新

63 マレーシアトレンガヌ大学 マレーシア 2020年07月30日
（2017年11月28日:生物）

2020年07月30日
（2017年11月28日:生物） 2025年07月30日 2025年07月30日

64 啓明大学校 韓国 2021年08月12日 2021年08月12日 2026年08月12日 自動更新

65 鄭州大学 中国 2021年11月04日 － 2026年11月04日 －

66 セントラルルソン大学 フィリピン 2022年10月18日
（2018年08月01日:生物）

2022年10月18日
（2018年08月01日:生物） 2027年10月26日 自動更新

67 国立ワイカト大学 ニュージーランド 2023年01月31日 － 2028年01月30日 －

68 華東政法大学 中国 2023年11月28日 2023年11月28日 2028年11月27日 2028年11月27日

69 大邱教育大学校 韓国 2024年02月07日 － 2029年02月06日 －

70 インドネシア国立研究革新庁（BRIN) インドネシア 2023年12月06日 － 2028年12月05日 －

71 中国国家留学基金管理委員会 中国 2023年08月24日 － 2026年08月23日 －

72 上海外国語大学 中国 2024年02月26日 2024年02月26日 自動更新 自動更新

73 吉林農業大学 中国 2023年11月28日 2023年11月28日 自動更新 自動更新

74 釜慶国立大学校 韓国 2024年05月20日
（1995年09月22日:生物）

2024年05月20日
（2013年02月06日:生物） 2029年5月19日 2029年5月19日

75 文藻外国語大學 台湾 2024年04月26日
（2022年07月19日:教育） 2024年06月07日 2029年6月6日 2029年6月6日
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（2）部局間協定：24カ国・地域　46大学・機関（2）部局間協定：24カ国・地域　46大学・機関

2024年7月1日現在

大学・機関名 国名
協定締結日 協定更新期日

一般協定 学生交流の実施に
関する覚書 一般協定 学生交流の実施に

関する覚書

1 シェフィールド大学英語教育センター 英国 2015年09月10日 － 大きな変更がない
限り自動更新 －

2 リール大学　　 フランス 1989年11月01日 2013年03月15日 自動更新 自動更新

3 リヨン政治学院（リヨン第2大学） フランス 2002年01月21日 2005年10月17日 自動更新 自動更新

4 南開大学日本研究院 中国 2010年01月22日 2013年03月18日 自動更新 2018年03月17日

5 ルンド大学人文・神学学部 スウェーデン 2011年03月18日 2011年03月18日 2021年07月31日 2026年01月17日

6 オークランド大学教育・社会福祉学部 ニュージーランド 2013年08月14日 － 2027年06月30日 －

7 北京理工大学外国語学院 中国 2015年11月16日 － 2024年09月13日 －

8 上海交通大学医学院 中国 2004年08月11日 2009年12月01日 自動更新 自動更新

9 広西医科大学 中国 2006年06月06日 2020年09月01日 自動更新 自動更新

10 ムヒンビリ健康科学大学医学部 タンザニア 2007年10月19日 2007年10月19日 自動更新 自動更新

11 ガーナ大学医学部 ガーナ 2010年02月18日 2010年02月18日 自動更新 自動更新

12 ペルージャ大学医学部 イタリア 2010年02月22日 2010年02月22日 2010年02月22日 2010年02月22日

13 蘭州大学第二臨床医学院 中国 2011年03月17日 2011年03月17日 自動更新 自動更新

14 ラオス健康科学大学 ラオス 2011年09月26日 2011年09月26日 自動更新 自動更新

15 アムリタ大学医学部 インド 2012年01月30日 2012年01月30日 自動更新 自動更新

16 ヤンゴン第一医科大学 ミャンマー 2012年12月17日 － 自動更新 －

17 フリンダース大学医学部 オーストラリア 2014年02月27日 2014年02月27日 自動更新 自動更新

18 フライブルク・カトリック応用科学大学 ドイツ 2014年06月11日 2014年06月11日 自動更新 自動更新

19 ワシントン大学医学部 米国 2014月08月25日 － 自動更新 －

20 マンダレー医科大学 ミャンマー 2014年11月04日 － 自動更新 －

21 フィリピン大学マニラ保健学部 フィリピン 2015年07月23日 － 2018年07月22日 －

22 ヤンゴン第二医科大学 ミャンマー 2015年10月22日 － 自動更新 －

23 バンガバンドゥシャイクムジブ医科大学（BSMMU） バングラデシュ 2015年07月27日 － 2020年07月26日 －

24 ベルゲン大学医歯学部 ノルウェー 2016年01月21日 － 自動更新 －

25 メッシーナ大学医学部 イタリア 2019年10月23日 2019年10月23日 自動更新 2019年10月23日

26 清華大学工学部・工程力学学部 中国 1995年10月01日 1995年11月01日 1995年10月01日 1995年11月01日

27 モンクット王ラカバン工科大学工学部 タイ 2005年09月05日 2005年09月05日 2005年09月05日 2005年09月05日

28 浙江大学理学部 中国 2009年03月28日 2009年03月28日 2009年03月28日 2009年03月28日

29 アールゼメティエ（ENSAM） フランス 2009年08月31日 2009年08月31日 2009年08月31日 2009年08月31日

30 財団法人クリーブランドクリニック
医用生体工学ラーナー研究所 米国 2011年04月22日 － 2011年04月22日 －

31 パドヴァ大学マネジメント工学部 イタリア 2014年02月17日 2014年02月17日 2014年02月17日 2014年02月17日

32 ベトナム科学技術院（VAST）
エネルギー科学研究所（IES） ベトナム 2014年09月30日 2014年09月30日 2014年09月30日 2014年09月30日

33 ロイトリンゲン大学工学部 ドイツ 2015年03月05日 2020年04月29日 2015年03月05日 2020年04月29日

34 ガジャ・マダ大学数学自然科学学部 インドネシア 2019年01月31日 2019年01月31日 2019年01月31日 2019年01月31日

35 バンドン工科大学数学自然科学学部 インドネシア 2019年02月19日 2019年02月19日 2019年02月19日 2019年02月19日

36 国立成功大学化学工学学科 台湾 2019年04月12日 2019年04月12日 2019年04月12日 2019年04月12日

37 マレーシアペルリス大学 マレーシア 2021年12月27日 2021年12月27日 2021年12月27日 2021年12月27日

38 科学教育大学ダナン大学 ベトナム 2022年02月24日 2022年02月24日 2022年02月24日 2022年02月24日

39 モンクット王トンブリ工科大学
生物資源学研究科 タイ 2009年10月20日 2009年10月20日 2009年10月20日 2009年10月20日

40 ゲント大学生物科学工学部 ベルギー 2015年03月09日 2015年03月09日 2015年03月09日 2015年03月09日

41 パテイン大学大学院農業科学・海洋科学研究所 ミャンマー 2016年12月04日 － 2016年12月04日 －

42 ムラワルマン大学森林学部 インドネシア 2023年06月14日 － 2023年06月14日 －

43 メリーランド大学イースタンショア校 米国 2024年03月12日 2024年03月12日 2024年03月12日 2024年03月12日

44 東ワシントン大学経営・公共管理学部 米国 2017年08月03日 － 2017年08月03日 －
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３．2023年度　国籍別・学部別外国人留学生数３．2023年度　国籍別・学部別外国人留学生数

（1）2023年度  国籍別留学生数（1）2023年度  国籍別留学生数

総数 （女子）

36 ヶ国・地域 261 （136）

2023年5月1日現在

国  ・  地  域  名
【　学　部　】 【　大　学　院　】 【国際交流センター】

計
正規生 非正規生 正規生 非正規生 非正規生

アジア

中　国 9 （3） 28 （20） 49 （20） 11 （9） 24 （20） 121 （72）

韓　国 14 （4） 5 （4） 1 （1） 20 （9）

インドネシア 18 （8） 1 （1） 19 （9）

ベトナム 9 （0） 4 （1） 5 （5） 18 （6）

台湾 3 （1） 1 （0） 1 （1） 4 （2） 9 （4）

マレーシア 1 （0） 1 （1） 6 （5） 8 （6）

タイ 2 （0） 4 （2） 1 （1） 7 （3）

フィリピン 5 （2） 5 （2）

バングラデシュ 3 （1） 1 （0） 4 （1）

ウズベキスタン 2 （1） 2 （1）

カンボジア 1 （1） 1 （1）

ミャンマー 1 （1） 1 （1）

スリランカ 1 （0） 1 （0）

東ティモール 1 （1） 1 （1）

アフリカ

ガーナ 4 （2） 4 （2）

ザンビア 3 （1） 3 （1）

エジプト 3 （2） 3 （2）

アルジェリア 1 （0） 1 （0）

ベナン共和国 1 （0） 1 （0）

ケニア 1 （0） 1 （0）

モザンビーク 1 （0） 1 （0）

タンザニア 1 （0） 1 （0）

ヨーロッパ

イギリス 1 （0） 1 （0）

スペイン 3 （1） 3 （1）

ドイツ 5 （4） 4 （2） 9 （6）

フランス 2 （2） 4 （1） 6 （3）

オーストリア 1 （1） 1 （1）

トルコ 1 （1） 1 （1）

ブルガリア 1 （0） 1 （0）

ベラルーシ 1 （1） 1 （1）

中東 シリア 1 （0） 1 （0）

中南米
メキシコ 1 （0） 1 （0）

パラグアイ 1 （1） 1 （1）

オセアニア

パプアニューギニア 1 （1） 1 （1）

ソロモン諸島 1 （0） 1 （0）

バヌアツ 1 （0） 1 （0）

合　　　　　　計
34 （8） 51 （35） 116 （49） 21 （13） 39 （31）

261（136）
85（43） 137（62） 39 （31）

（　）は，内数で女子学生数を示す。

正規生 非正規生

150 （57） 111 （79）
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（2）学部・研究科等別　留学生数（2）学部・研究科等別　留学生数

2023年5月１日現在

学部 修士 博士
計

正規 非正規 正規 非正規 正規 非正規

人文学部・人文社会科学研究科 12 （3） 41 （25） 10 （1） 11 （8） 74 （37）

教育学部・教育学研究科 0 （0） 7 （7） 1 （1） 0 （0） 8 （8）

医学部・医学系研究科 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （1） 18 （12） 0 （0） 19 （13）

工学部・工学研究科 20 （4） 3 （3） 9 （4） 7 （3） 26 （10） 0 （0） 65 （24）

生物資源学部・生物資源学研究科 2 （1） 0 （0） 21 （7） 1 （0） 22 （8） 0 （0） 46 （16）

地域イノベーション学研究科 4 （3） 1 （1） 5 （3） 0 （0） 10 （7）

国際交流センター 39 （31） 0 （0） 0 （0） 39 （31）

計 34 （8） 90 （66） 45 （16） 21 （13） 71 （33） 0 （0） 261 （136）

（　）は，内数で女子学生数を示す。

４．三重大学生の海外派遣４．三重大学生の海外派遣
2023年度の三重大学における海外派遣数は，計113名であった。そのうち（1）交換留学による半年～1年の長期派遣

の16名，（2）トビタテ！留学JAPANによる派遣が1名，（3）三重大学が提供する海外研修プログラム等による短期派
遣が169名，（4）その他，国際学会への参加による派遣が5名であった。交換留学による派遣，海外短期派遣・オンラ
イン実施プログラムの実績は次のとおり。

（1）交換留学による派遣（1）交換留学による派遣

現地への派遣

部　局 国・地域名 大　学　名 人数

人文学部

イギリス セントラルランカシャー大学 4

ドイツ ハイデルベルク大学 3

アメリカ ノースカロライナ大学ウィルミントン校 1

ベトナム ホーチミン市師範大学 1

教育学部
イギリス セントラルランカシャー大学 1

ドイツ ハイデルベルク大学 1

医学系研究科 ドイツ フライブルクカトリック応用科学大学 1

工学部 ドイツ ハイデルベルク大学 1

生物資源学部・
生物資源学研究科

韓国 梨花女子大学校 1

ドイツ ハイデルベルク大学 2

合　　計 16

（2） トビタテ！留学JAPANによる派遣（2） トビタテ！留学JAPANによる派遣

部　局 国・地域名 大　学　名 人数

医学系研究科 イタリア，イギリス ペルジア大学，カーディフ大学他 1



Ⅴ．資料

三重大学国際交流年報2023 47

（3）海外短期派遣・オンライン実施プログラム（部局別）（一部未実施有）（3）海外短期派遣・オンライン実施プログラム（部局別）（一部未実施有）

プログラム名 交流大学・機関・企業等 国・地域名 派遣期間 参加学生数

全学対象プログラム

第29回国際ジョイントセミナー＆シンポジウム メージョー大学 タイ 1週間 5

ワイカト大学夏期語学研修 国立ワイカト大学 ニュージーランド 3週間 7

ワイカト大学春期語学研修 国立ワイカト大学 ニュージーランド 3週間 5

タチ大学夏期英語研修 タチ大学 マレーシア 3週間 10

タチ大学春期英語研修 タチ大学 マレーシア 4週間 14

サウスカロライナ大学夏期語学研修 サウスカロライナ大学 アメリカ 6週間 2

ベトナム・フィールドスタディ ホーチミン市師範大学 ベトナム 5日間 13

北京外国語・フィールドスタディ 北京外国語大学 中国 8日間 5

済州大学語学研修 済州大学 韓国 14日間 1

全学対象プログラム　計 62

全学共通教育センター

国際理解実践1 シェフィールド大学 英国 25日間 16

全学共通教育センター　計 16

人文学部

タイフィールドスタディ タマサート大学他 タイ 9日間 5

オックスフォード大学夏期英語研修 オックスフォード大学ハートフォードカレッジ 英国 2週間 －

人文学部　計 5

教育学部

海外教育実地研究B 文藻外国語大学 台湾 6日間 7

海外教育実地研究A オークランド大学 ニュージーランド 15日間 16

教育学部　計 23

医学系研究科・医学部

海外臨床実習 ワシントン大学 アメリカ 3週間 6

海外臨床実習 シャルジャ大学 アラブ首長国連邦 5週間 4

海外臨床実習 アムリタ大学 インド 5週間 2

海外臨床実習 ザンビア大学 ザンビア 5週間 5

海外臨床実習 カーディフ大学 英国 5週間 4

海外臨床実習 ムヒンビリ健康科学大学 タンザニア 4週間 0

海外臨床実習 ムヒンビリ健康科学大学 タンザニア 5週間 11

海外臨床実習 タマサート大学（タイ） タイ 5週間 5

海外臨床実習 フィリピン大学レイテ保健学部 フィリピン 5週間 2

医学科/海外臨床実習　計 39

早期海外体験実習 ワシントン大学 アメリカ 7日間 4

早期海外体験実習 コンケン大学及（タイ）及び健康科学大学（ラオス） タイ・ラオス 8日間 4

医学科/早期海外体験実習　計 8

医学部・医学系研究科　計 47

工学研究科・工学部

海外短期インターンシップ タイ，フィリピン，ベトナムの日本企業等 8日間 1

海外短期インターンシップ タイ，フィリピン，ベトナムの日本企業等 10日間 13

工学研究科・工学部　計 14

生物資源学研究科・生物資源学部

サマースクール トレンガヌ大学 マレーシア 23日間 －

生物資源学研究科・生物資源学部　計 0

総計 167
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５．国際的な学術交流活動・教育活動に関する教職員の研究・教育実績５．国際的な学術交流活動・教育活動に関する教職員の研究・教育実績
（2023年4月1日～2024年3月31日）

＜人文学部・人文社会科学研究科＞

2023年度国際交流実績
［I］著書・刊行物
・�著書：山田雄司監修・林香淑 译『冷兵器时代很冷很冷的冷知识：甲贺与伊贺』江苏人民出版社，2023年（『戦国　忍

びの作法』の中国語簡体字訳本）
　 ，2023年（『戦国　忍びの作法』の韓国語訳本）
・�刊行物：科研ニューズレター（英語版）Kyuma, Taiken 　Vihāra Project, vols. 8-9，「三重大学学術機関リポジトリ研究

教育成果コレクション」で2023年度にオンライン公開（https://mie-u.repo.nii.ac.jp/）

［Ⅱ］講演
・�山田雄司　淡江大学日本語文学科2023年日本人文知国際シンポジウム　基調講演「歴史と文学の間－『保元物語』

崇徳院怨霊譚を中心に－」　淡江大学驚声国際会議ホール　4月29日
・�山田雄司　忍者奥秘  三重大學山田雄司教授来台特別演講「究竟忍者的世界裡　哪些是真　哪些是假」日本台湾交流

協会　4月30日
・�山田雄司・吉丸雄哉・川上仁一　三重県とブラジル・サンパウロ州姉妹提携50周年・ブラジル三重県人会創立80周年・

三重県人移住110周年記念　O IMAGINARIO NINJA E SUA REAL FIGURA　ジャパンハウス・サンパウロ　8月21日
・�山田雄司・吉丸雄哉・川上仁一　忍者文化研究プロジェクト　レクチャー・デモンストレーション2023（ブラジル）　

サンパウロ大学　8月22日
・山田雄司　NINJA and it's Image in the world and Japan　ジャパンハウス・ロンドン　9月19日
・山田雄司　「忍者の虚像と実像」ブダペストAranytiz House of Culture　11月6日
・山田雄司　「忍者の虚像と実像」ボスニア・ヘルツェゴビナ　サラエボ第三高校　11月9日
・山田雄司　「忍者の虚像と実像」ボスニア・ヘルツェゴビナ　サラエボ大学日本語・日本文化教室　11月9日
・山田雄司　JAPAN DAY「忍者の虚像と実像」クロアチア　ザグレブシェラトンホテル　11月11日
・白石將人「陽承慶『字統』小考」
　�シルクロードと北朝時期固原区域文化国際学術研討会における基調講演（中国魏晋南北朝史学会） 2023年7月18日（招

待あり　ZOOM参加）
・白石將人「北魏陽承慶『字統』考」
　第四回早期中国経典研究学術シンポジウムにおける研究発表 2023年12月17日（招待あり　ZOOM参加）

［Ⅲ］科研による国際ワークショップ
・�Kyuma, Taiken 　Vihāra Project Workshop 2023: Monasteries and Secularity in Indian Buddhism（9月8日～10日：大正大学

綜合仏教研究所，9月12日～14日：京都大学文学部）
・Kyuma, Taiken 　International Online Workshop: Reading a Persian Text on Buddhism（3月22日：オンライン開催）
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＜工学部・工学研究科＞

  1.	� P. Stano, K. Tsumoto, Membranous and Membraneless Interfaces—Origins of Artificial Cellular Complexity. Life Vol. 13, 
Issue 7, 1594, 2023.

  2.	� D. Karna, E. Mano, J. Ji, I. Kawamata, Y. Suzuki, H. Mao. Chemo-mechanical forces modulate the topology dynamics of 
mesoscale DNA assemblies. Nat. Commun. Vol. 14, 6459, 2023.

  3.	� C. Hüßler, M. C. Dietl, J. Kahle, E. F. Lopes, M. Kawamura, P. Krämer, F. Rominger, M. Rudolph, I. Hachiya, S. K. Hashmi, 
Synthesis and Structural Properties of Para-diselenopyrazines”, Chem. Commun. Vol. 60, p. 3786-3789, 2024.

  4.	� Akira Nishimura, Takaharu Kato, Homare Mae and Eric Hu, Impact of Black Body Material Enhanced Gas Movement on CO2 
Photocatalytic Reduction Performance, catalysts, Vol.12, No.470, doi:10.3390/catal12050470, 2022.

  5.	� Akira Nishimura, Nozomu Kono, Kyohei Toyoda, Daiki Mishima and Mohan Lal Kolhe, Impact of Separator Thickness on 
Temperature Distribution in Single Cell of Polymer Electrolyte Fuel Cell Operated at Higher Temperature of 90 ℃ and 100 ℃, 
energies, Vol.15, No.4203, doi:10.3390/en15124203, 2022.

  6.	� Akira Nishimura, Daiki Mishima, Nozomu Kono, Kyohei Toyoda and Mohan Lal Kolhe, Impact of Separator Thickness on 
Temperature Distribution in Single Polymer Electrolyte Fuel Cell Based on 1D Heat Transfer, Energy and Power Engineering, 
Vol.14, pp.248-273, 2022.

  7.	� Akira Nishimura, Kyohei Toyoda, Daiki Mishima, Syogo Ito and Eric Hu, Numerical Analysis on Impact of Thickness of PEM 
and GDL with and without MPL on Coupling Phenomena in PEFC Operated at Higher Temperature such as 363 K and 373 K, 
energies, Vol.15, No.5936, doi:10.3390/en15165936, 2022.

  8.	� Akira Nishimura, Homare Mae, Takahiro Kato and Eric Hu, Utilizatioon from Ultraviolet to Infrared Light for CO2 Reduction 
with P4O10/TiO2 Photocatalyst, Physics & Astronomy International Journal, Vol.6, Issue 4, pp.145-154, 2022.

  9.	� Akira Nishimura, Homare Mae, Ryo Hannyu and Eric Hu, Impact of Loading Amout of P4O10 on CO2 Reduction Performance 
of P4O10/TiO2 with H2O Extending Absorption Range from Ultraviolet to Infrared Light, Physics & Astronomy International 
Journal, Vol.6, Issue 4, pp.186-194, 2022.

10.	� Akira Nishimura, Daiki Mishima, Kyohei Toyoda, Syogo Ito and Mohan Lal Kolhe, Numerical Simulation on Effect of 
Separator Thickness on Coupling Phenomena in Single Cell of PEFC under Higher Temperature Operation Condition at 363 K 
and 373 K, energies, Vol.16, No.606, doi:10.3390/en16020606, 2023.

11.	� T. Kato, T. Inaba, S, Baba, T. Morimoto, T. Mizuno, Y. Kasai, T, Wisanuyotin, W, Sirichativapee, W. Kosuwon, P. Paholpak, 
Experimental Study of Failures of the Rigid Spinal Posterior Fixation System Under Compressive Load Conditions: A Cadaver 
Study, Cureus 16(2), 2024.

12.	� Le Quang Sang, Qing’an Li, Takao Maeda, Yasunari Kamada, Duc Nguyen Huu, Quynh T. Tran and Eleonora Riva 
Sanseverino, Study Method of Pitch-Angle Control on Load and the Performance of a Floating Offshore Wind Turbine by 
Experiments, Energies 16(6), 2023.

13.	� Arif Dataesatu, Kosuke Sanada, Hiroyuki Hatano, Kazuo Mori, Pisit Boonsrimuang, "Adaptive K-Repetition Transmission 
Employing Site Diversity Reception for 5G NR Uplink Grant-Free URLLC," Proc. of the 2023 IEEE 97th Vehicular 
Technology Conference (VTC2023-Spring), June 2023 (10.1109/VTC2023 Spring57618.2023.10200727).

14.	� Arif Dataesatu, Kosuke Sanada, Hiroyuki Hatano, Kazuo Mori, Pisit Boonsrimuang, "Adaptive K-Repetition Transmission 
with Site Diversity Reception for Energy-Efficient Grant-Free URLLC in 5G NR," IEICE Transactions on Communications, 
E107.B(1): 74-84, Jan. 2024(10.1587/transcom.2023WWP0006).

15.	� D. P. Hastuti, K., S.H. Rhim, K. Nakamura, "Theoretical investigation of spin Hall conductivity in graphene/MoS2 van der 
Waals heterostructure under external electric field Current Applied Physics," Vol.59, p.71-76, 2024 (10.1016/j.cap.2023.12.012).

16.	� M. Arifin, E. Suharyadi, A. G. C. Ahmadi, K. Nawa and K. Nakamura, "Enhanced Sensitivity of Magneto-Optical Surface 
Plasmon Resonance in the FeCu Superlattices," Journal of Physics: Conference Series, Vol. 2696, p.012007/1-8, 2924 
(10.1088/1742-6596/2696/1/012007).
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＜生物資源学研究科・生物資源学部＞

論文

M. C. W. Arief, A. Sahidin, I. M. Apriliani, I. Nurruhwati, Z. Zahidah, G. Muhammad, A. Komaru. Native Indonesian pond mussel 
Pilsbryoconcha exilis and alien Sinanodonta woodiana: the potential effect on the future conservation and economic benefit. 
AACL Bioflux Vol. 16. p. 1092-1104. 2023.

A. Sahidin, G. Muhammad, Z. Hasan, M. C. W. Arief, H. Herawati, A. Komaru. The influence of suspended solids on nacre color 
and formation in exotic freshwater mussel, Sinanodonta woodiana (Unionidae), from West Java, Indonesia. Aquacult. Sci. Vol. 
71. p. 31-43. 2023.

G. Muhammad, A. Sahidin, D. A. Anggorowati, A. Komaru. How the mantle location from which saibo is cut affects cultured 
Pinctada fucata martensii pearl quality. Aquacult. Int. https://doi.org/10.1007/s10499-023-01276-4. 2023.

M.S. El-Desoky, R. Takeuchi, H. Katayama, N. Tsutsui. Chemical synthesis of insulin-like peptide 1 and its potential role in 
vitellogenesis of the kuruma prawn Marsupenaeus japonicus. J. Peptide Sci. Vol. 29. e3529. 2023.

M.S. El-Desoky, T. Jogatani, F. Yamane, K. Izumikawa, M. Kakinuma, T. Sakamoto, N. Tsutsui. Identification of an additional 
vitellogenin gene showing hepatopancreas-specific expression in the kuruma prawn Marsupenaeus japonicus. Fish. Sci. Vol. 89. p. 
613-623. 2023.

D. L. Harishchandra, S. Haituk, P. Withee, N. Tamakaew, N. Nokum, C. Kanchanomai, T. Pusadee, C. Nakashima, and R. 
Cheewangkoon. First Molecular Phylogenetic Identification and Report of Pseudocercospora cannabina Causing Leaf Spot 
Disease on Cannabis sativa in Thailand. Horticulturae vol. 9. p. 1261. 2023.

Triapitsyn, S.V., Y. Yasuhara, T. Adachi-Hagimori, M. Tsukada Fairyfly egg parasitoids (Hymenoptera: Mymaridae) of the invasive 
lace bug Corythucha marmorata (Uhler) (Hemiptera: Tingidae) in Japan. Journal of Asia-Pacific Entomology vol. 27.102201. 2024.

P. L. T. Llantada, M. Umekawa, S. Karita. Characterization of bacterial microbiota in the gastrointestinal tract (GIT) of baffaloes 
using PCR-based analysis. Adv. Anim. Vet. Sci., 12: 479-489. 2024.

P. L. T. Llantada, M. Umekawa, S. Karita. Unraveling the microbial tapestry; exploring bacterial microbiota profiles across the 
gastrointestinal tract regions in dairy baffaloes (*Bubalus bubalis*). Vet. Integr. Sci., 22: 1029-1053. 2024.

A. O. Owino, Z. Hossain. Correlation Between One-Dimensional Consolidation Coefficients and Different Basalt Fiber Lengths and 
RHA-Cement Contents in Fiber-Reinforced Stabilized Expansive Soils. Soils and Foundations. Vol. 63(4), 101351. 2023. 

N. Nahar, S. K. Khan, Z. Hossain. Impact of Rice Husk Ash on the Compaction Characteristics of Soil. Jagannath University 
Journal of Science, Vol. 10(2), p. 87–93.2023. 

学会発表など

M. Y. Islam, A. E. Atef, A. O. Owino, M. A. Islam, M. S. Rahman, Z. Hossain. Critical Review on Utilization of River Sludge, Rice 
Husk Ash, and Cement: Sustainability and Implications. 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction Materials & Environment. 
p. 471-475. Tsu, Mie, Japan. 14-16 November 2023.

A. E. Atef, M. Y. Islam, A. O. Owino, M. A. Islam, M. S. Rahman, Z. Hossain. Enhancing Soil Stability and Geotechnical Properties 
of Subgrade Layers Using Rice Husk Ash: A Sustainable Approach for Ground Improvement. 13th Int. Conf. on Geotechnique, 
Construction Materials & Environment. p. 463-470. Tsu, Mie, Japan. 14-16 November 2023.

M. M. Alam, M. S. Rahman, Z. Hossain, A. E. Atef, M. Y. Islam, M. A. Islam. A Comparison of the Frictional Resistance of 
the Ground in Japan and Bangladesh by Stabilanka Geotextile. 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction Materials & 
Environment. p. 476-482. Tsu, Mie, Japan. 14-16 November 2023.

M. A. Islam, M. S. Rahman, M. Y. Islam, A. E. Atef, M. M. Alam, Z. Hossain. Investigating the Effect of Rice Husk Ash in the 
Interface Behaviour of Geosynthetic and Clayey Soil for Ground Improvement. 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction 
Materials & Environment. p. 1302-1307. Tsu, Mie, Japan. 14-16 November 2023.

M. S. Rahman, M. M. Alam, Z. Hossain, A. E. Atef, M. Y. Islam, M. A. Islam. Effects of Municipal Solid Wastes on Physico- 
Chemical Properties of Soil Around Dumpsite at Mymensingh, Bangladesh. 13th Int. Conf. on Geotechnique, Construction 
Materials & Environment. p. 1281-1287. Tsu, Mie, Japan. 14-16 November 2023.

Study of L-Theanine on the Cerebellar Granule Neuron, Mai H.M.K. Ibrahim, Tomoko Matsuda, Kenji Kuriya, Hayato Umekawa, 
Masahiro Nishio,  2023年度日本農芸化学会中部関西支部合同大会，一般演題2B-p01, 2023.10.1.
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＜国際交流センター＞

学術論文

  1.	� 福岡昌子（2024）「北京・上海・韓国（ソウル）母語話者の日本語破裂音の範疇知覚」『三重大学国際交流センター
紀要』第19(26)号，1-17．

  2.	� 福岡昌子（2024）「留学生の振袖と民族衣装による国際交流：『徳川家康＆服部半蔵 in三重大学』」『三重大学国際
交流センター紀要』第19(26)号，75-84．

  3.	� 福岡昌子（2024）「北京・上海・韓国（ソウル）母語話者の日本語破裂音の範疇知覚」『三重大学国際交流センター
紀要』第19(26)号，1-17．

  4.	� 福岡昌子（2024）「留学生の振袖と民族衣装による国際交流：『徳川家康＆服部半蔵 i三重大学』」『三重大学国際交
流センター紀要』第19(26)号，75-84．

  5.	� 福岡昌子（2024）「Chapter40  日本語教育のための音韻・音声体系 」『登録日本語教員講座  日本語教師SkiP テキス
ト3 言語』株式会社リンクアカデミー，28～55（188頁）．

  6.	� 松岡知津子・奥田久春 (2023)「『三重大学海外フィールド研修』授業化への取り組みとその課題」『三重大学国際交
流センター紀要』第18号．pp.125-136.

  7.	� 松岡知津子・宋天鴻・小樋健汰「シナリオに見られる使役文の使用実態 －『サセル』と『テモラウ』の互換性－」
『三重大学国際交流センター紀要』第18号．pp.31-41.

  8.	� 正路真一・松岡知津子（2023）「2022年度ワイカト大学英語研修報告」『三重大学国際交流センター紀要』第18号．
pp.101-112.

  9.	� Shoji, Shinichi. (2022). Syntactic, semantic and discourse effects on the processing of scrambled Japanese sentences. Journal 
of Language Teaching and Research, 13(3), pp. 481-491.
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６．歴代国際交流センター長　一覧６．歴代国際交流センター長　一覧

国際交流センター長

2005年度 亀　岡　孝　治

2006年度 亀　岡　孝　治

2007年度 小　林　英　雄

2008年度 小　林　英　雄

2009年度 松　岡　　　守

2010年度 松　岡　　　守

2011年度 朴　　　恵　淑

2012年度 朴　　　恵　淑

2013年度 堀　　　浩　樹

2014年度 堀　　　浩　樹

2015年度 堀　　　浩　樹

2016年度 堀　　　浩　樹

2017年度 堀　　　浩　樹

2018年度 堀　　　浩　樹

2019年度 吉　松　隆　夫

2020年度 吉　松　隆　夫

2021年度 金　子　　　聡

2022年度 金　子　　　聡

2023年度 金　子　　　聡

2024年度 金　子　　　聡
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